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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月15日(2018.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、前記流体供給孔４の長孔部分４ｂと前記流体排出孔５Ａ，５Ｂの長孔部分５ｂと
は、前記ブロック体２’の内部を上下方向に向けて互いに逆向き且つ平行に延びている。
即ち、前記流体供給孔４の長孔部分４ｂは、前記ブロック体２’の内部を上方に向けて延
び、前記流体排出孔５Ａ，５Ｂの長孔部分５ｂは、前記ブロック体２’の内部を下方に向
けて延び、前記流体供給孔４の長孔部分４ｂの先端（上端）と、前記流体排出孔５Ａ，５
Ｂの長孔部分５ｂの先端（下端）とは、前記ブロック体２’の上下方向のほぼ同じ位置を
占めている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　なお、図示した実施形態では、前記マニホールド２の一方の側面に全てのバルブ機構３
Ａのアダプタプレート２０とパイロット弁２１とが取り付けられ、他方の側面に全てのバ
ルブ機構３Ａのエンドプレート２２が取り付けられているが、前記アダプタプレート２０
及びパイロット弁２１と前記エンドプレート２２との配置を、一部のバルブ機構３Ａとそ
の他のバルブ機構３Ａとで逆にしても良い。そこで、前記アダプタプレート２０及びエン
ドプレート２２を前記マニホールド２の左右どちらの側面にも取り付けることができるよ
うにするため、該マニホールド２における前記弁孔６とパイロット供給孔８ａ，８ｂとね
じ孔１０との相互の位置関係は、左側の側面と右側の側面とで互いに同一であるように構
成され、前記アダプタプレート２０における取付ねじ２６及びパイロット中継孔３７の配
置と、前記エンドプレート２２における取付ねじ４５及びパイロット中継孔４９の配置も
、互いに同一であるように構成されている。


	header
	written-amendment

